
理念広告の掲載

サイズ 掲載場所

未掲載の理由
ウェブ上での配信の為掲載ができなかった
※印刷物を作成する事業においては、必ず掲載すること。

世代

情報提供方法

理由：（　　　　　　　　　　）

成果物配布数 部
HPアクセス数

（掲載後3か月（見込みを含む））
244,383 件

年 3 月 31 日

情報提供の内容

大会における試合結果と山組の進捗状況をリアルタイムで配信する。

月 1 日 平成 31

実
施
し
た
事
業
の
内
容

事業実施期間 平成 30 年 4

成果物の提供時期・回数

性別

平成30年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会にて実施（平成30年11月3-4日千葉ﾎﾟｰﾄｱﾘｰﾅ）

情報提供先

提供範囲

事業名 大会結果ＤＢ構築事業

事業の成果

　以前より、複数の試合場で同時進行で試合が行われる場合、どの試合場で誰が試合をしているの
かわからなくなる状況があった。観客、関係者、選手向けにウェブ上にて結果速報として「組合
せ」「進行状況」等を個人のスマートフォン等で状況がわかるウェブサイトで閲覧できるシステム
を開発した。
　また、本システムは、試合会場外からもアクセスできるため、最高水準の試合状況をリアルタイ
ムで地方にいる柔道選手やファン層に届けることが可能となった。今後、本システムを積極的にＰ
Ｒしていくことで、全国各地における少年からジュニア層の競技者数の拡大、ひいてはジュニア層
の競技力向上に繋がることを期待する。

事業に対する評価

　7試合場で同時進行をで行う「平成30年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会」大会でテスト
を実施した。
　即時各試合場からの結果を入力し、結果の反映ができた。
　大会会場内にウェブサイトへの告知ポスターの掲示、本連盟HPへのリンク掲載、本連盟SNSを通
して情報発信を行い、時間帯最大約2万5千アクセスがあった（大会二日目のみ計測）

～

事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ情報の提供（スポーツ）

助成事業者名 公益財団法人全日本柔道連盟

市民一般 スポーツ競技者 スポーツ団体関係者 地方公共団体関係者

男性向け 女性向け

～19歳 40～59歳20～39歳 60歳～

特定の加盟団体・指導者等に送付・提供した

誰でも閲覧・取得ができる状態にした

自ら積極的な情報の提供は行わなかった

掲載した

掲載しなかった

印刷物の作成 ＨＰ新規立ち上げ ウェブサイトコンテンツ作成



事業名 大会結果ＤＢ構築事業

事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ情報の提供（スポーツ）

助成事業者名 公益財団法人全日本柔道連盟

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

※上記いずれかの公表が必要です。

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

備考

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　　　）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（SNSを利用して告知した）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

行った 行わなかった

HPに当該情報の告知ページを設けた

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で当該情報を告知した

特定の個人・団体へ当該情報を展開した

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他

その他


